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『
名
称
』
を
募
集
し
ま
す

「
上
野
台
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
　
ー
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
　
・

町
民
プ
ー
ル
　
ー
　テ
ニ
ス
コ
ー
ト
　
・
　
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
　
・

勤
労
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設
（

屋
内
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
　
１

の

総
合

名

称
」

建
設
中
の
「

多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
名

称
」

町
民
の
み
な
さ

ん
に
、
愛

さ
れ
、

親
し
ま
れ
る
施
設

づ
く
り
を
基
本
に
、
平

成
八

年
度
完
成
を
め

ざ
し

建
設
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
勤
労
者
総
合

ス
ポ
ー
ツ

施

設
（

屋
内
多
目
的

グ
ラ
ウ

ン
ド
）
と
、
現
在
ご
利
用

い
た
だ

い
て
い

る
勤
労

者
体
育

セ
ン

タ
ー
、
町

民
プ
ー
ル
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
そ
し
て
完
成
間
近
の
多

目
的

グ
ラ
ウ
ン

ド
を
合
わ
せ

た
上

野
台
体
育
施
設
の
総
合
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

ま

た
、

本
年

九
月
末
の
完
成
を
め
ざ
し
建
設
を
進
め
て
い

る
「
多

目
的

グ
ラ
ウ
ン

ド
」

の
名

称
も
併
せ
て
募
集
し
ま
す
。

親

し
み
や

す
く
、
ユ
ニ
ー
ク
で
、
す
て
き
な
案
を

た
く
さ

ん
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

一

募
集
期
間

平
成
七
年
七
月
一
日

？
七
月
三
十
一
口

－

応

募
方
法

「
官
製
は

が
き
」
に

次
の
事
項

を
記
入
し

。
投
函
し

て
く
だ

さ

い
。＊

持

参
も
可

●
総
合
名
称
（
上
野
台
体
育
施
設

す
べ
て
の
総
合
名
称
）

Ｉ
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
名
称

・
氏
　
名

・
年
　
齢

・
住
　
所

・
職

業
（

又
は
学
校

名
）

・
電
話
番
号

■
決
定
・
発
表

み
な
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
名
称
は
、
「
国
見
町
屋
外
体
育

施
般
整
備
懇
談
会
」
で
検
討
・
決

定
し
、
十
月
二
十
二
日
闘
催
予
定

の
町
民
運
動
会
で
入
選
発
表
を
行

い
ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
9
6
9
1
1
7

岡
見
町

大
字
藤
田
字

観
月
台
1
5

（

国
見
町

観
月
台

文
化
セ
ン
タ

ー
内
）

国
見

町
教
育
委
員

会

生
涯
学
習

課
　

体
育
係

蠢
８
５
－
2
6
7
6

施

設

の
位

置
図



ふ

く

し

ま

国

体

入

場

券

ふ
く
し
ま
国
体
の
夏
季
大
会
と
秋
季
大
会
の
開
会
式
及
び
閉
会
式
等
の
入
場
券
を
販
売
し
ま
す
。

【
往

復
は
が
き

で
販

売
す
る
入

場
券

】

宀
夏
季
大
会

開
会
式
〉

九
月
九
日
（
土
）

郡
山
カ
ル
チ
ャ
ー
・
パ
ー
ク

仮

設

ス

タ

ン

ド

席

�
メ
イ
ン

ス
タ
ン
ド
席

三

〇
〇

円

�

三

〇
〇

円

宀
秋
季
大
会

開
会
式
〉

十
月
十
四
日
（
土
）

あ
づ
ま
総
合
運
動
公
園

あ
づ
ま

陸
上
競
技

場

芝

ス

タ

ン

ド

席

�
仮

設

ス

タ

ン

ド

席

�
メ
イ

ン
ス
タ
ン
ド
席

五
〇
〇

円

�

七
〇
〇

円

�
一
〇
〇
〇

円

－

申
込
方

法

「
往
復

は

が
き
」

に
次
の
事
項

を
記

入
し

、
投
函
す

る
こ
と
。

『
希

望
す
る
入
場

券
名
』
「
住

所
」

「
氏

名
」
「
年
齢

」

『
職
業
』

『
電

話
番

号
』
　

車
イ

ス
席
を
希

望
す
る

場
合

は
「
車

イ
ス
席

希
望
」
と

明
記

。

ま
た

、
付
添

人
を
要
す

る
場

合
は
そ

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

の
有
無
も
明
記
す
る
こ
と
。
（
付
添

人
は
一
人
ま
で
）

自
家
用
車
の
場
合
は
「
駐
車
ス
テ
ッ

カ
ー
希
望
」
と
明
記
し
、
そ
の
理
由

も
併
記
す
る
こ
と
。

■
申
込
期
間

六
月
三
十
日
？
七
月
十
四
日

（
当
日
消
印
有
効
）

一

引
渡
者
の

決
定
・
抽

遡

入
場
券
の
引
渡
者
が
決
定
し
た
と
き

は
決
定
通
知
書
（
返
信
は
が
き
）
を

送
付
し
ま
す
。

た
だ
し
、
申
込
枚
数
が
町
へ
の
配
分

枚
数
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

■

引
渡

期
間

宀
夏
季
大
会
開
会
式
入
場
券
〉

八
月
八
口
ｉｆ
八
月
二
十
二
卩

宀
秋
季
大
会
開
会
式
入
場
券
Ｖ

八
月
二
十
三
日
？
九
月
六
日

＊
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
九
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で
の
間

■
申
込
先
・
引
渡
場
所

国
見
町
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
内

国
見
町
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

【

直

接

販

売

す

る

入

場

券

】

枚
数
に
限
度

・
先
着
順

宀
模
擬
国

体
入
場
券
〉

十
月
八
日
（
日
）

あ
づ
ま
総
合
運
助
公
園

あ

づ
ま
陸
上

競
技
場

メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
席
　
　
三
〇
〇
円

仮

般
ス

タ
ン
ド

席
　
　
無
　
　
料

芝

ス

タ

ン

ド

席
　

無
　

料

宀
秋
季

大
会
閉
会

式
入
場
券
〉

十
月
十
九
日
（
木
）

あ
づ
ま
総
合
運
助
公
澗

あ

づ
ま
陸
上

競
技
場

芝

ス

タ

ン

ド

席

�
仮

設

ス

タ

ン

ド

席

�
メ

イ
ン

ス
タ
ン
ド
席

二

〇
〇
円

�

三

〇
〇
円

�

五
〇

〇
円

Ｉ
販

売
期

間

八
月
八
日
？
八
月
二
十
九
日

＊
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
九
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で
の
間

－

販
充
方

法

町
へ
の
配
分
枚
数
に
限
り
が
あ
る
た

め
、

先
着

順
と
し

ま
す
。

－

販
充

場
所

国
見
町
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
熏

【
夏
季
大
会
閉
会
式
と
各
競
技
会
】

夏
季
大

会
閉
会

式
（

九
月
十
二
口

・
郡

山
カ

ル
チ

ャ

ー
・

パ
ー
ク
）
と
夏

季
・

秋
季
大

会
で
行

わ
れ
る
各
競

技
会
の
入

場
券

は
不
要
、

無
料
で
観
覧
・

観
戦
可

。

【
交

通
規
制
あ

り
・
臨
時
バ

ス
運
行

】

会
場

周
辺
は

交
通
規
制
を

突
施
。
公
共

交
通

機
関
を

ご
利
用
く
だ

さ
い
。
な

お
、

無

料
の
臨
時

バ
ス
を
運
行

。

秋
季
大

会
開

会
式

秋
季

大
会
閉

会
式

模
鑛
国
体

夏
季

大
会
開

会
式

福
島

駅
西
口
発

着

郡

山

駅

前

発

着

－

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

国
見
町
大
字
藤
田
字
観
月
台
1
5

国
見
町
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
鰈

ａ

８
５
－
2
6
7
6



2
1
世
紀
を
考
え
る
土
台
に
し
ま
す

1
0月
１
日
は
国
勢
調
査

十
月
一
日
、
全
国
一
斉
に
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査

は
、
国
や
都
道
府
県
、
市
町
村
が
福
祉
や
雇
用
、
住
宅
対
策
な
ど
こ

れ
か
ら
の
行
政
を
考
え
て
い
く
た
め
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
日

本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
方

が
鯛
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

2
1世

紀

を

考

え

る

基
礎
で
す

岡
勢
調
支
は
、
大
正
九
年
か
ら
五

年

ご
と
に
行
わ
れ
、
今
回
で
十
六
同

目
。
日
本
に
住
ん
で
い
る
全
て
の
方

か
対
象
と
な
り
、
今
回
は
全
国
で
約

一
億
二
千
五
百
万
人
に
及
ぶ
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
ゐ
な
た
ら
あ
な
た

の
ご
家
族
も
対
象
で
す
。

茖

国

で

も行
わ
れ
て
い
ま
す

国
勢
調
査
は
、
『
人

川
セ
ン
サ
ス
』

と
し
て
世
界
各
国
で
実
施
さ
れ
て

い

ま

す
か

、
対
象

の
把
握

や
内

容
の
精

度

に
お

い
て

、
わ
か
国

の
閥

勢

調
査

は
岡

際
的

に
も

高

い
評

価
を
受

け

て

い
ま
す
．

日
本
で

は
．

明
治
三

十
五
年

に

「

国

勢
洲
責

に
閣

す
る
法

律
」

が
制

定

さ

れ
、
第

一
同

国
勢

調
在
は

大
正

九

年

の
十
月

］
Ｈ

に
実
施

さ
れ

ま
し

た
．

第
一
回

当
時

の
よ
う

す
は

、

’
文

明
国

家

の
仲
川

人
り

」
を（

口
言
葉

に
、

大
変

な
意

気

込
み
で
臨

ん

だ
と
の

こ

と
で

す
．

簡
単
・

安
心

調
食
は
九
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が

各
獣
帯
を
訪
川
し
、
齔
帯
ご
と
に
調

査
票
を
配
布
し
ま
す
。
調
査
の
項
目

は
、
全
部
で
十
七
。
内
容
は
家
族
翕

員
の
氏
名
。
生
甲
月
口
、
就
業
状
況

な
ど
で
す
。

調
責
対
象
者
は
、
旅
行
や
長
期
出

張
で
留
守
に
し
て

い
る
方
や
生
ま
れ

た
ば
か
り
の
赤
ち

ゃ
ん
も
含
ま
れ
ま

す
。ま

た
、
ア

パ
ー
ト
で

】
人
幕
ら
し

を
し
て

い
る
方
や
下
宿
を
し
て

い
る

方
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り
ご
紀

人
く
だ
さ
い
。

記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
を
他

に
漏
ら
し
た
り
、
統
計
以
外
の
目
的

に
使
川
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

安
心
し
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
調
査

粟
は
後
日
、
調
査
ａ

が
集
め
に
伺
い

ま
す
。

調
査
票
は

大

切

に

調
査
票
の
集
計
は
、

『
光
学
式
マ

ー
ク
読
収
装
置
』
と
い
う
機
械
を
使

っ
て
行
い
ま
す
か
ら
、
調
査
．票
を
汚

し
た
り
、
折
・
た
り
、
丸
め
た
り
し

な

い
で
く
だ
さ
い
．

ま
た
、
記
入
す
る
と
き
は
、
調
査

粟
と
一
緒
に
お
渡
し
す
る
『
調
査
票

の
記
入
方
法
』
を
ご
覧
の
う
え
、
ご

記
人
く
だ
さ
い
。

暮
ら
し
に活

か

し

ま

す

調
査
の
結
果
は
、
単
に
人
口
を
翻

支
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
川
、
都
道

府
県
、
市
町
村
の
行
政
の
重
要
な
基

礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
高
齢
者
の
数
、
耽
業

状
況
、
人
口
の
地
岐
分
布
、
家
族
隣

成
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、

年
金
、
高
齢
者
医
療
な
ど
の
柵
祉
行

政
や
高
齢
者
の
雇
用
対
策
に
必
要
な

資
料
を
糾
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
単
位
の
統
計
に
よ

『

て
、
住
宅
の
状
況
、
交
通
事
情
、

ゴ
ミ
や
汚
水
処
理
あ
る
い
は
公
共
施

設
や
医
療
施
設
の
充
実
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
地
城
社
会
の
課
題
を
よ
り
効
果

的
に
改
善
す
る
た
め
の
基
礎
的
統
計

が
俳
ら
れ
る
の
で
す
。

そ
の
ａ

か
に
も
住
宅
需
要
の
動
向

や
歐
帯
を
叺
位
と
す
る
財
産
・
サ
ー

ビ
ス
の
需
嬰
な
ど
の
施
策
決
定
の
基

礎
資
料
に
応
用
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
国
勢
調
査
は
、
私

た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
を
さ
ら

に
住
み
よ
い
方
向
へ
と
導
く
羅
針
盤

の
役
目
を
す
る
貴
重
な
資
料
と
な
る

の
で
す
．

類
似
調
査
にご

注
意
を

国
勢
調
査
の
実
施
を
控
え
。
国
勢

調
査
へ
の
信
傾

が
綴
な
わ
れ
る
よ
う

な
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ

り
た
ら
速

や
か
に
辿
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

・
事
例
１

「
国
勢
調
査
だ
」
と
偽

り
て
、
世

帯
の
状
況
（
世
帯
員
の
数
、
世
帯

主
の
年
齢
な
ど
数
項
目
）
を
電
話

で
尋
ね
る
．

・
事
例
２

『
十
年
に
一
度
の
国
勢
調
査
』
と

言

り
て
、
氏
名
、
住
所
、
生
年
月

日
、
勤
務
先
を
電
話
で
尋
ね
る
。

・

事
例
３

『
国
勢
訓
査
の
な
め
に
、
電
話
機

に
機
械
を
付
け
さ
せ
て
欲
し
い
』

と
身
分
証
明
書
ら
し
き
も
の
を
提

示
し
。
訪
問
す
る
。

■

辿
絡
・
問
い
合
わ
せ

企
画
商
工
課

企
画
商
工
係

酌
2
1
1
1

内
線
２
５
３



春
の
交
通
安
全
運
動

五

川

卜

．
Ｈ

か

ら

二

十

日

に

か

け

て

、

春

の

交

滷

安

全

運

動

か

・
健

開

さ

れ

ま

し

た

．

こ

の

運

動

に

先

立

ち

、

九

日

に

は

国

見

町

交

通

対

策

協

議

会

か

開

か

れ

、

「

事

故

ゼ

ロ

ヘ

大

き

な

輪

に

な

れ
　

う

り

く

し

ま

」

を

ス

ロ

ー

ガ

ン

に

、

交

通

事

故

の

罷

生

を

防

止

し

、

女

全

で

庄

み

よ

い

国

見

町

を

つ

く

る

た

め

の

諸

多

業

が

決

定

さ

れ

ま

し

た

．

桑

折

桝

女

通

課

に

よ

る

と

、

閘

川

中

の

県

内

の

交

辿

事

故

砲

生

件

数

は

．
．
．
肖

．
．
．
卜

四

り

、

．死

者

Ｌ

名

．

ヶ

が

叫

百

四

名

おはよう！いってらっしゃい

11jlかl',ａ.･jヽ 111？ 隍7j ひ皎時問にａわせ．交逝安全ほジ)

会余ｕ か町内 逋.I冖s 洳 か哨に 立ら ．ｆ ．どもたり こひ托畤の

女令指j9 を行いｌ ｔ た，

安全ゲート通過
桑折 丿凹（ 交通 安 令 協 会 かl . 侑 す る 第）01･月夊’ii安 全 ヶ

一1･ ポ ー－.Iし 大 会は.1!111 に み山 ゲ ーＦ ポー･ Ｘu でi・ わj

,･ ま し た ．

こ 凶 人 会は ． 「 安 令 地 帯 ｺﾞ や 道 路 一 」１亅 れ11

‾jl:!,I確,認」 な ど 女 通 陶itljの　 部 をlしー ルト 収 り 入 れ

た裝 姓 です ．

怏 陥･で ，;|:ぱ む:j ど の令 のl･･. 川 阯町.ｙ桑 折sI ヵ４･r?

わ･せ て14 千－y, か なりll_ ，熱 戦 を繰 り 広 げ ま1_ た

i,tll!･は ． 桑折 町 観 ざ ｙ!- 一一厶 か崘 哨八 ま!．だ ．

安全運転でね

父酒 安ltテシ Ｈ･j竹 戦,･i.｜川トト緩か 川･lja･1 り･,こい:.'･

山 哨 内 乱 付 乱 だ

テン 】･lj･!14りこg,1、冨4;|町長をは｢j め．交通亥 匍.1の余，41

杤地|くｔ16 亥 全協余，j i.l阯ラ 仁i'ン ズ'クラブ等･の代紀!41.1､

かちり.･IL.1:μり余会11のH1･',177. １ ．･Ｅ． '安1こぽ う1.nl 

？ドライバ‥|二I鴪し．Ｉ£ｔ 越転を吁ぴかけました，

華麗な音のシャワー

～アキレス・デレヴィン ピア ノリサイタル～

世
界
的

な
ピ
ア

ニ
ス
ト

｛
ア

キ

レ
ス

ー
デ

レ
ヴ

ィ

ン
｝
の

ピ
ア
ノ

リ
サ
イ

タ

ル
が
五
月

十

二
日

に

観
月

台
文

化
セ
ン

タ

ー
ホ
ー

ル
で
開

催
さ

れ
ま

し

た

。プ
ロ
グ
ラ

ム
は

、
古
典

派

の
リ
ス

ー
や

シ

Ｊ
パ

ン

、
ロ
マ

ン
派
の

ド

ビ

’で

シ
ー

。
聴

衆

は
、

情

感
慳

か
な

ピ
ア
ノ

の
七
日
に
酔

い
し
れ

ま
し

た
。

演

奏
会

の
後
は

、
勧

れ
た
子

ど
も

た
ち

へ
の
フ

ァ

ン

ー
サ

ー
ビ
ス

。

そ

の（

口
間

を
縫

っ
て

の
イ

ン
タ

ビ
ュ
１・
で

は

、

一
ピ
ア
ノ
む

ホ

ー
ん

も

す
ば

ら
し

い
、

レ
コ

ー
デ

ィ

ン
グ

に
も
適
し

た
音

響
を
持

つ
ホ

ー
ル

だ

」
と

話
し

て
ぐ

れ
ま
し

た
。フ

ア

ン

ー
サ

ー

ヒ

ス



お早苗振りの集い
～ 小 坂 小 学 校 ～

小

坂
小

学
校

（
佐
藤
忠

雅
校

長
）

で

は
、
毎

年
、
体

験
学
習

の

．
つ
と

し
て

．

全
児
童
か

参
加

す
る
陥

作

り

を
し

て

い
ま
す
．

今

年
も

、
斎
藤

実
さ

ん
の
水

田
約

四
ア

ー
ル
を
俳

り
、

………
お
二

し
、
代

か

き
、

田
碵
え

を
衍

い
ま
し

た
．

こ

の
日

の

お
早
苗
振

り
の

集

い
で

は

、
佐
藤

校
長

が

Ｉ
Ⅲ

碵
え

を
す

る

体
験

学
習

は
小

坂
小
学

皎

だ
け
の
む

の

で
す

．
お
‥｝‥
苗
振

り
の
集

い
は

、

田

陋
え

の
苦
労

を
労

い
、
陥
か

す
く

す

く
育

っ
よ
う

听
る
集

い
で

す
Ｉ

と

あ

い
さ

フ

ま

た
、
冨
永

町
長
は

、

．
し

っ
か

り

勉
強

む
し
、
稲

も
立

派

に
育
て
て

く

だ
さ

い
．
秋

の
収
穫

祭

に
も
ぜ

ひ

参
‐
加
し

た

い
と
思

い
ま

す
１‐

と
激
励

し

ま
し

た
．

稲
に

つ

い
て

学
習
し

た
こ

と
を

各

委

員
会

ご
と

に
兇
表
し

あ

’．
た
後

．

み

ん
な
で

楽
し

い
昼
食

を

と
り
ま

し

た
．

１　田植えごくろうさまでした

２　稲についての発表です

３　とりあえずカメラ目線で……

４　おかわりして もいいですか？

どうぞ、どうぞ！



大
き
く
な
っ
て戻

っ
て

ら

っ
し

や
い

町

営
牧

野開
　
牧
　
式

五
月

ト

ー
‥‥‥
、
閉

牧
中

だ
・・。
た
町

営

牧

野
か
開
牧

し

ま
し

た
『
‘

町
営

牧

野
の
広

さ
は
、
ハ

ト

川

ヘ

ク
タ

ー
ル

。
川
Ｈ
｀
町
と
白

町
市

に
か

か

る
馬
頭

山

に
あ

る
牧
’７
地
で

。
町

内

の
畜

産

農
家
で

結
成
す

る
国

ｌ
牧

野
利
Ⅲ

組
（
口
（
鳥

橋
友
義

組
合

長
）

が
竹
理

運
甘

そ
し
て

い
ま

す

開
校

式

は
、
枚

野
内

に
設
け

。６
れ

て

い
る

施
設

で
閨

係
者
約

。
。卜
廴

が

出

臨
１
）
て
行

わ
れ

ま
し

か『
。

高
唱

組
（
口
長
か

、お
碵

か

り
’
元
一

人

切
な
Ｔ

た
ち
を

こ
の
町

営
牧

野
で

１
二

か
り
育

て
、

秋
に

は
立
派

に
お

返
し
し

た

い
」
と

あ

い
冫

っ
『・

彖

寅
の
ｗ
ｍ
永
町

長
、
占

………
町

議
会

議

長

、
佐
藤

県
北

家
畜
ほ

仙
南
ｔ

叫

長
が
祝

紳
を

述

べ
ま
し

た

こ

の
日

、
破
牧

さ
れ

た
牛

は
、
肉

川

繁

殖
牛
か

ニ
ド

ト
頭

あ

い
に
く

の
巾
で

し

た
が
、
牛

た

ち

は
、

の

ん
び

り
と
散
策

卜

り
上
旬

ま
で

の
川
牧

期
川

中
。

総
数

し
卜
頭

の
ｔ

が
放
校

さ

れ
る
・卜

定

防
災
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

国
見
町
森
山
防
災
セ
ン
タ
ー

川

見
町

森
山
防

災
セ

ン

タ
ー
の
引

渡
式

が
．

乱
月
二

十
九

日
に

行
わ

れ

ま
し

た
．

式

で
は

、
冨
永

町
長

が

一
国

見
町

の
消

防
と
防

災
、
そ

し
て

地
城

の
コ

ミ

ご

Ｉ
テ

’
の
場

と
し
て

臨
川

し
て

く

だ
さ

い
』

と
あ

い
き

Ｉイ

そ
の

後
．
冨

永
町

長
か

ら
佐
藤

消

防
団
長

．
同
闘

長
よ

り
第

．．．分
団

長

へ
と
砲

設
の
引

き
渡

し
が

行
わ

れ
ま

し

た最

後
に
、

佐
藤
消

防
団

友
が
訓
示

し
．
式

は
終
ｒ

Ｌ
ま

し

た
．

こ
の
防
災
セ
ン
タ
ー
は
、
川
見
町

防
災
ま
ち
づ
く

り
小
集
と
し
て
国
貼

町
人
字
森
山
字
辻
南

に
建
設
さ
れ
た

も
の
で
、
木
造
瓦
葺
粱
屋
建
で
、
消

防
巾
の
車
庫
や
団
員
詰
所
に
加
え
、

地
Ｋ
の
み
な
さ
ん
の
集
会
や
会
べ
口
あ

る
い
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
練
習
時
に

も
利
川
で
き
る
ニ
ト
ペ
畳
の
和
室
む

川
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

建
築
而
積
約
酉
一
。
卜
㎡
。
総
工
費

約
‐．
ｆ
四
肖
四
卜
万
円

。

のぴのび．ゆ7.たり

右
・
会
議
窒

上
・
正

面



福
島
県
社
会
福
祉
大
会
表
彰

高
橋
隆
雄
さ
ん
ら
が
表
彰

五
月

十
二
日

、
郡

山
市
で

福
鳥

県

吐
会

尚
祉

人
会

が
開

か
れ
ま

し
た

。

今

年

は
福
島

県
民

生
児

童
委

員
協

菰
会

が

設
立
さ

れ
て

今
年

で

。ぺ
十
年

に
な

る
こ

と
か
・
气

畏
く

地
城
福

祉

の
中

心

と
な

っ
て
活

動
し

て
き

た
民

生
児

厦
委

貫
の

衣
彰

と
感

謝
状

の
附

鼠

が
あ
り

ま
し

た

。

式

典

の
後

、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ア
ナ

ウ
ン

サ

ー
で
、

熊
本

県
立
劇

場

館
長
鈴

木

継

二
氏

の
福
祉

と

ボ
ラ

ン

テ
ィ
ア

に

闌
す

る
記

念
講

演

を
聴
講

し
ま
し

た
『
。

国

見

町
で
衣

彰
さ

れ

た
委
員
の

方

々

は
次

の
と

お
り
。

（
敬
称

略
）

■
福
鳥
県
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会

輿
裏
彫

・

永
年
勤
続
表
彰

高
　
鴣

藤
右
工
門

高

鴎
　
曝

雄

高

橋

恵
　
子

山

内

聰
　
子

●
同
一
世
帯
永
年
勤
統
衣
彰

佐
久
間

岩

占

佐
久
川
　
　

巖

・
川
体
衣
彰

旧
兒
町
尺
生
児
嚴
委
い
協
議
会

■
福
鳥
県
阯
会
福
祉
大
会
会
長
表
彰

一

功
労
表
化

竹
　
野

賛
　
郎

安

藤
　
Ｆ
　
ヨ

簗

瀬

貞
　
子

化
久
問
　
　

巌

・

多
額
寄
付
者
感
謝
状

中
　
山
　
　

隆

■
柵
島
県
知
事
感
謝
状

・

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
感
謝
状

商

檎

直
　
子

蠢彰されたみなきん

献
血
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

今
乍
度
初
め
て
の
献
血
事
業
か
、

五
月
十
一
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ

ー
、
岡
見
電
子
、

。
心
賞
藁
店
加
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

医
療
技
術
の
進
歩
に
伴

い
。
倫
血

用
血
液
の
需
要
増
加
や
激
増
し
て
い

る
交
通
事
故
等
に
対
応
す
る
た
め
、

常
に
良
質
な
血
液
の
確
保
か
ま
す
ま

す
眼
娶
に
な
っ
て
い
ま
す
。

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
・

た
方
々

は
次
の
と
お
り
。

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
「

（
敬

称
略

）

■

成
分
献
血
協
力
者

こ

般
）

佐
藤
ひ
ろ
み
　
　

酒
拜

勝
弘

齏
蘓
　
正
１
　

鈴
木
　
朋
枝

阿
部

洋
一
　
　

斎
藤

松
田
″

《
東
栄

心
機

）

佐
藤

か
輔

｛

コ

ー
プ
マ

ー
ト
国

見
》

半
沢
ア
サ
ｆ

卜
国
見

町
商

胝
会

》

占
川
と
き
子
　

湖
水
　
正
脊

阨
久
間
ッ
ヤ
子

鈴
木

俊
岬

（
‘ 国

見

町

役

場

》

菅
野

信
朗
　

引
地

山
則

違
藤

占
正
　

安
藤
　
充
輝

佐
鵬

克
成
　

中
田

利
枝

松
野

君
子
　

柴
田

京
予

松
浦

昭
一
　
　

菊
地

弘
美

鈴
木

哲
也
　

羽
忸
田
孝
司

後
藤
登
災
子
　

阿
部

善
徳

斎
藤

雅
歌
　

古
川

笑
子

古
田
　
義
勝
　

武
田
　
正
裕

宍
戸

浩
寿
　

菅
川

文
子

佐
籘
水
無
子

■
一
般
献
血
協
力
者
（
Ｏ
印
は
籾
㎡
）

｛

一

般

｝

Ｏ
晦
津

十
雄
　
○
菅
野

和
久

〇
嶬
山
　

孝
　
○
菊
地
　
幸
喜

Ｏ
小
紫

晴
雄
　
０
佐
藤
　
善

】

阿
曽
　
は

Ｉ
　
　
宍
戸
　
洋
美

大
塚

信
7‐
　

八
島

和
子

奥
山

良
子
　

谷
津
　
陽
子

４
藤
真
由
叉
　

角
田

幸
代

上（
手

町
子
　

畠
山
　

玄

亟
山
ふ
じ
子

《
国
見
製

菓
）

○
四
家
　

勉

｛

公
立
藤

田
総
合

病
院

》

遠
藤
ト
シ
子

《
国
見

電
子
）

○
阿
部

典
昭
　
○
佐
藤

好
弘

○
杉
本

和
俊
　
○
鈴
木

伶
也

大
枝

洋
子
　

鴨
田
　

福

菊
地

参
治
　

佐
々
木
博
志

篠
田

国
技
　

商
鳴
サ
チ
子

仲
野

明
夫
　

新
田
　
要
輔

野
田
　

敦
　

半
沢

弘
子

占
内
　
明
子

《
国

見
ラ
イ

オ
ン

ズ

ク
ラ

ブ

》

○
樋
口
　
久
彌
　

本
田

佳
子

《
国

見
町
商

工
会

》

佐
久
間
正
男
　

穐
月
　
辰
也

松
洲

文
子
　

佐
久
問

信

佐
久
間
尚
子

（
国

見

町
商
工
会

青
年

郎

》

高
禰

修
一
　

〇
渡
辺

勝
弘

松
浦

祐
一
　
　

紺
野
　

徴

紺
野

良
一
　
　

鈴
木
　
和
幸

《
国
見

町
社
会

福
祉

協
議
会

》

○
松
浦

郁
子
　

荒
　

洋
子

《
国

見
町
役
場

）

○
谷
津

富
夫
　
○
村
上
　

幸
ポ

０
半
澤
　
一
隆
　
○
鰰
　

英
則

小
西

春
彦
　

斎
藤

忠
一

古
川
　
比
司
　

佐
藤

智
昭

村
上

健
一
　
　

蓬
田

恭
子

阿
部
　
正
一
　
　

鎚
水

黽
一



手話通信士
試験案内

厚生大臣公認の手話通信士試験を

次のとおり実施します

県
政
モ

ニ
タ
ー
に

紺
　
野
　

徹
さ
ん

平
成
七
年
度
の
県
政
モ
ニ
タ
ー
に

紺
野
搬
さ
ん
か
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

県
政
モ
ニ
タ
ー
は
、
県
政
に
関
す

る
県
民
の
意
見
や
要
望
な
ど
を
組
織

的
、
継
続
的
に
聴
取
し
。
行
政
の
参

考
に
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の

で
す
。

今
後
一
年
間
、
県
政
に
つ
い
て
の

意
見
、
要
望
を
提
出
し
、
あ
る
い
は

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
る
な
ど
、
県
政

の
進
展
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

紺
野
さ
ん
は
、

『
呉
服
業
を
営
ん

で
い
る
関
係
上
、
モ
ニ
タ
ー
と
し
て

県
政
は
も
と
よ
り
町
の
商
業
、
商
店

街
の
発
展
に
役
立
つ
提
言
が
で
れ
ば
』

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

任
期
は
、
平
成
七
年
六
月
一
日
か

ら
平
成
八
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
。

Ｉ
試
験
期
日

ｅ

一
次
試
験
（
筆
記
）
　
ｊ
月
一
日

一
二
次
試
験
（
実
技
）
卜
こ
月
三
日

■
試
験
地

・
一
次
試
験

東
京
都
．
大
阪
府
、

熊
本
県

・
二
次
試
験

東
京
郁
、
大
阪
府

■
武
験
科
目

・

一

次
試
験

（
筆

記
）

こ
と
ば
の
し
く
み
、
岡
語
．
聴
覚

障
害
者
と
社
会
、
手
話
通
訳
の
あ

り
方
．
手
話
の
基
礎
知
識

一

二
次
試
験
（
実
技
）

聞
き
取
り
手
話
通
訳
、
読
み
取
り

口
頭
通
訳
．
読
み
取
り
筆
記
通
訳

－

受
験
資
格

一
次
試
験
口
現
在
、
二
十
歳
以
上

の
翕

＊
手
話
通
訳
経
験
か
三
年
程
度
は
必

要
で
す

■
受
付
期
悶

七
月
三
日
か
ら
八
月
四
日
ま
で

■
受
験
手
数
料

一
万
八
千
円

■
受
験
手
続

受
験
を
希
望
す
る
場
合
は
、
『
ｉ

験
の
手
引
き
』
及
び

’
受
験
中
込

霧
」
を
送
付
し
ま
す
の
で
．
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
返

信
用
切
手
（
百
九
十
円
）
を
同
封

の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
・

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
１
６
０

新
宿
区
新
宿
１
の
2
3の
１

新
宿
マ
ル
ネ

ピ
ル

聴
力
障
害
者
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー

手
話
試
験
郎

霏
０
３
（
3
3
5
6

）
1
6
3
4

『あつかし夕市』

会員募集
野菜・ 花・果 物を 販売し まし よ！

★いつやるの？
第２･第４火曜日　午後５時~６時

★どこでやるの？

Ａコープ国見店
★定例会は？　　第１月叩日

★会費は？　　　L000 円
★申込み・問い合わせは？

農林課　農林振興係

6 8 5 ｰ 2 1 1　 内腺２７３

合‾併浄化槽設置者に補助金

国見町では。
■のr 合併浄化相設置整備事業費国庫

補助金交付要綱」に基づき、生活排水による公共用水
域河川の水質汚濁防止を図るため、平成７年度より家
庭用合併浄化槽設置者に対し、補助金を交付します。

【補助対象地域】
公共下水道計画区城以外の区城で、かつ。西根堰排
水規制区域( 西根堰に家庭雑排水が流入する区域)　
を優先

【補助対象浄化槽】
家庭用合併 化槽の10人槽以下で、小型合併浄化槽
機能保証制

娑
に基づき保証登録されたもの。

【補助対象者】
居住を目的とする住宅( 店舗などの併用住宅は、住
居部分が２分のｌ以上あること) に合併浄化槽を設
置する方
ただし、年間の補助数量に限度があります。

【補助金】
６～７人槽　4  6 3 物 0 0 0 円
8 ～10人槽　8  2 4 , 0 0 0円

【問い合わせ】
住民蹶 生活環境係 窩 8 5 ｰ 2 1 1 1 (内線1  3 3 )
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松
く
い
虫
防
除

薬
剤
の
空
中
散
布
は

６
月
1
2日
・
2
6日
に

国
叱

町
で

は
、

松
で

い
虫
に
よ

る

松
の
被

古

が
命
増
し

て

い
ま
す

。

’一
の

被
害

を
防

止
す

る

た
め
、

蚣

で

い
虫

の
媒
仁

と
な

る

「
カ
ミ
キ

リ

虫
　

か
成

虫

と
な
る

こ
の
時
明

に

。

ヘ

リ

已
フ

タ

ー
に
よ

る
茣
剤

の
散

布

？
行

い
ま

す

今
乍

の

散
布

。ド
域

は
、
Ｑ

Ⅲ
新

川
、

石
川

Ⅲ
横
向

、
肱

田
、

熊
陝
ケ

人
の

阻
林
で

す

。

へ

り
コ

ブ
タ
：

に
よ

る
薬
剤

徹
布

に
つ

い
て
は

卜
分

注
意

を
し
て

行

い

ま
す

が
、
次

の
二

と
に
っ

い
’
て

ご
注

心

く
だ

さ

い
。

●
撒
布
畤
に
は
、
川
辺
の
林
道
は
一

時
通
行
庄
め
と
な
り
ま
す
．

・
妝
布
地
ｍ
四
辺
で
は
、
庇
濯
杓
や
飲

食
物
を
．卜
外
に
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い

●
薬
剤
の
残
留
刈
川
は
、
約
三
週
川

で
す

．
敗
布
地
周
辺
の
牧
草
、
桑

の
利
用
や
山
菜
を
採
る
こ
と
は
お

や
め
く
だ
さ
い

●
天
候
が
憖
く
、
尖
施
で
き
な

い
と

包‐『
は
、
刊

日

に
な

り
ま
Ｉ

ｙ

朝
か
・
气

川
辺
の
杵
さ
ん
に
は

ご
迅
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
肖
屯

な
’阯
を
守
る
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協

力
4
.・お
願

い
い
た
し
１
・
１
．

－

問

い
人
‥
わ
せ

農
牀

糾
　

農
林
振

興
係

ｓ

雷
2
1
1
1
　

内

線

リ
ー【
ｌ
ｆａ

“うつくしま､ふくしま。'

ﾌｫﾄｺﾝﾃｽﾄ
作 品 募 集

柚

島
以

で

は
、

・コ

づ
く

し
ま

、

ふ
く

し
ま
　

か
・
フ
、
口

’
が
ン

に
ｔ
、

Ｌ

い
自
然

、
竃

し

い
ま
’
り
、
Ｔ
、’
二
・

心
か

織

り
な
Ｔ
首

の

鳥

い
乍

謡
空

間

の
想

像
今

川
指

し
て

い
ま
す

こ
ヽ
う
し

た
魅
力

あ

ふ

れ
る
姿

、

調

和
１

る
喰
を

町

し
た
町

頁
や
矼

蝪
‐‐・

ま
す

。

－

題
吋

テ
ー
ー
マ
に
関
係
す
る
ら
の
で
。
臨

鳥
県
内
で
搬
杉
さ
れ
た
も
力
で
あ

れ
ば
。
也
什
は
自
由
。

■

応
俳
心
格

プ
ロ
、
ア
フ
手

よ
ア
、
県
内
外
を

問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も
応
瘴
可
能
。

■

応
町
斑
七

●
四
つ
切
り
け
イ
ズ
（
ワ
イ
ド
四
つ

切
り
可
）
の
カ
ラ
ー
ブ
リ
ン
ー
．

モ
ノ

冫

口
’‐
ム

は
卜
叫

一

叫
町
ａ

力
八
、

一
入
吋
点

で
ｃ

可

削
町
百

は
１

吋
－

●
冖

品

は
末
発

衣
の
ら

の
で

、
同

一

作
品

ま
た
は

哨
似
作

品
が

他

内
コ

ン
テ

ス
’．’‘
に
心

応
中

ま
た

は
心
瘴

．ｒ

定
、

あ
る

い
は
使
川

‘ｒ

定

の
な

い
ら

の
に
限

る

●
応
叭

作

品
は
平
成

ぺ
弟

七
月

．
目

か

ら
聊
岐

Ｌ
乍

六
月
＝
．卜
Ｈ

ま
で

の

．
年

川

に
撮

彫
し

た
も

の
．

・

応
紅

作
品

．
占

ご
と
に

、
シ
ｆ

．』‘

弋

撮
彫

場
所
、
樶

彰
乍

り
日

、

撮
影

童
図

’
．１
１
字

以
内

）
、

仕

所
、

氏
乙

、
吊
齢
、

性
別

、
電

話

品

け

、
臟
ｔ

（
学
校

名
）

を
記

人

し
た
亡

募
．柴
（
自
作

可
）

を
作

品

の

裏
而

に
添
付

の
こ

と
．

鱒
賞人

賞
　

。
点
　
　
　

瓦
十
町
川

凖
賞
　
二
点
　
　

各

。・
１
万
円

し
ゃ
く
な
げ
大
使
賞
　
二
点

芥
十
万
円

斜
ぶ
　
！
五
点
　
　

竚
五
万
円

人
選
　
・
Ｔ

点
　
　

胙
二
万
円

什
作
　
瓦
卜
点
　
　

各
一
万
円

■

審
査
は

自
　
抜

史
　
朗

む
　
Ⅲ
　
満
人
人

宮
　
瞬
　
　

緑

吽
　
ｈ
　
乱

高
　
隔
　
正
　
飛

■

発
衣

入
賞
作
品
は
、
傴
成
Ｌ
年
叱
り
中

に
新
聞
紙
上
で
父
表

■
応
球
締
切

で
成
じ
弟
じ
り
Ｉ
丘
川

（
当
日

消
印

行
効

）

■

応
ａ

’先
・

問

い
べ
口
わ
せ

〒
ｑ
』６

０
　

７
ｎ

柚

鳥
以

広
報

広
聴

課
内

う
・つ
ぐ
Ｉ
Ｉ
ま
　

ふ
く
し

ま

フ

ー
ト
コ

ン
テ

ペ

ー、’
係

酋
訃
7

０
1
4



紙

お

む

つ

支
　
給し

ま
す

町
で
は
今
年
琉
か
ら
、
高
齢
者
介

護
の
経
済
的
負
担
の
怪
減
を
図
る
た

め
。
在
宅
の
寝
た
き
り
の
高
齢
者
と

痴
呆
の
状
態
に
あ
る
在
宅
の
商
船
者

で
紙
お
む
っ
か
必
要
な
力
に
対
し
て

そ
の
「

部
を
支
給
し
ま
す
。
『

◇
支
給
対
象
者

本
町
に
叫
住
す
る
在
宅
の
六
卜
趾

歳
以
上
の
方
で
、
寝
た
き
り
又
は

痴
呆
の
状
態
か
六
か
目り
以
ｈ
継
続

し
て
い
る
方
。

◇
支
給
内
容

一
か
月
五
Ｆ
円
以
内
で
、
紙
お
む

っ
を
現
物
支
給
し
ま
す
。

◇
資
格
認
定

紙
お
む
っ
の
支
給
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
は
、

一
受
給
資
格
認
定
申

朋
書
』
に
所
要
事
項
を
記
人
し
、

地
区
民
生
委
八
の
証
叫
を
受
け
。

福
祉
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
り

◇
支
給
方
法

「
申
請
耆
‘
に
从
づ
い
て
申
謂
者

に
毎
月
紙
お
む
っ
を
支
給
し
ま
す
・

■
川

い
合
わ
せ

保
他
福
祉
課

福
祉
係

Ｓ
叙
2
1
1
1
　

内
線
１
４
５

河
川
を
き
れ
い
に

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

作
　
戦

じ
川
は
、

一
河
川
愛
護
月
間
｀
で

す
。町

で
は
、
ふ
る
さ
と
の
気
し
い
河

川
を
守
る
た
め
、
町
内
を
流
れ
る
許

絛
川
、
滝
川
。
牛
沢
川
、
佐
久
間
川

を
は
じ
め
と
す
る
中
小
河
川
を
対
匁

に
、
今
印
も
ク
リ
ー
ン
ア

。
ブ
作
戦

を
展
開
し
ま
す

。

こ
の
ク
リ
ー
ン
ア

。
ブ
什
戦
は
、

全
国

‐１
斉
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、
河

川
敷
に
捨
て
八
れ
た
空
き
缶
や
ゴ
ミ

を
回
収
し
た
り
、
雛
木
や
雑
叺
の
刈

り
払

い
を
行
う
し
の
で
す

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

噸
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
後
八
お
知

ら
せ

い
た
し
ま
す

－

実
施
卜

七
月
二
卜
（
日
）

■
問
い（
日
わ
せ

建
設
課
　
維
持
竹
理
係

雲
6
2
1
1
1
　
内
線
２
４
１

観月台文化情報
6 /24 （土） 少年劇場　 ミュージカル「かぐや姫」

●時　間　午前１０時　 ●入場料　５００円（全席自由）

(あらすじ)

あたり 一面の竹林。もうすぐ月が冐｡る頃｡ 石ノ|こ中納､1が’卜追い

の童を連れてやｰ､てくる。

この巾納ｊ は正直すぎて宮仕えが肌に合わず、・ 求もあいそをつ

かして逃lf出すほどの貧乏役人。

竹取りの翁が竹の中からS£つ11たとい うかぐや姫の不思議な話を

聞き、･| 」みたいと鄒からや･、てきた･…。

さあ、 ミュージカル「 かぐや姫」が始まります。

7 /29 ( 土) 夏休み親子映画館 １　「ひょっこり　ひょうたん島」

●時　間　午後１時３０分　●入場料　１００円（全席自由）

lあ ら すじ）

波をかきわCj、風の向くまま気の向くまま旅をする7 ひょっこり

ひょうたん島」

ある1-|.ブ1しドキア王国という気味の悪い大陸に延づいたとき、

大統領のドン・ガバチョが、ブル、ダーフクス、ノラというヘンテ

コな３匹の犬に襲われます････．

博士、サンデー先生．海賊トラヒゲ、マリ．チャッピ、元シカゴ

ギャングのダンデ４たちが、元気いっぱい活躍します．

☆問い合わせは

教育委員会　乍涯学習課　文化振興係　8  5 ｰ 2 6 7



PUBLlC

H
A
L
L

N
E
W
S

公
民
館
だ
よ
リ

国

見

町

公
民

館

膕
貝
町
大
字
蒻
田
字
飜
月
台
μ

ａ
　

卿
２
６
７
ｓ

Ｆ
Ａ
χ

剛
2
7
0
7

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る

～

阿

津

賀

志

学

級

～

阿
津

賀
心

学
級

の
奉
仕

活
動

と
夊

涌
安
令
一
教
宇

は

瓦
川

１１．『
十
日

、
乍
級

生

酉

六
卜
名

か
出

席
し
て

観

月
台
文

化

セ

ン
タ

ー
で
行

わ
れ

ま
し

た
．

奉

仕
活
動

は
Ｅ

班
に

分
か

れ
、
文

化

セ

ン
タ

ー
周

辺
や
道

路
の
除

叺
作

裏

を
巾

心

に
行

い
、
皆

さ
ん

手
慣

れ

た
仕

事

ぶ
り
で
約

叫
十
一分
川
で

す

．．

か

り
き

れ

い
に
な

り
、

ゴ
ミ
袋

で

Ｉ
．

十
袋

の
雑
草

を
・取

り
除
き

ま
し

た
ｆ

作
業

後

、
ホ
・
・
ル
で
交

適

安
全
教

室
が
あ
り
、
鳥
齢
社
の
皃
通
乍
故
訪

止
に
っ
い
て
桑
折
腎
察
署
の
ａ

藤
女

涌
係
足
か
ら
わ
か
り
や
す
く
お
謡

が
あ
り
ま
し
た
．
特
に
．
鳥
齡
矜
の

占
は
身
近
か
な
道
路
叭
佶
と
夊
涌
一
事

佶
を
よ
く
知
る
こ
と
と
、
無
理
？
し

な

い
こ
と
が
何
よ
り
廴
切
で
あ
る
と

話
さ
れ
ま
し
た
．

次
に
、
最
近
問
也
槻
さ
れ
て
い
る

悪
徳
商
法
に
よ
る
被
害
防
止
に
つ
い

て
桑
折
警
察
署
の
村
Ｌ
生
晒
安
入Ｅ
係

長
か
ら
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。
訪

問
販
允
や
特
設
会
場
等
で
の
販
売
で
、

ど
の
よ
う
な
商
法
か
あ
り
、
川
費
矜

は
ど
ん
な
心
か
ま
え
が
大
切
か
な
ど

活
か
あ
り
、
万

。
陂
十
‥
に
あ
・。
た

鵬
ぺ
口
、
ど
の
よ
う
な
ｆ
続
き
を
と
れ

ぱ
よ

い
か
只
体
的
な
鵬
か
あ
り
ま
し

た

。
人
で
決
め
ず
に
何
よ
り
ｔ
、
家

族
や
夊
人
と
話
し
べ
７

て
決
め
る
と

い
う
余
裕
か
人
叨
と
の
こ
レ
う

し
た
’

亀讓の臨揚を図った交通安全教官

奉仕活幼に励 む字罎生の皆さん

自黙の中 でのぴのびと

青
空
の
も
と

の

び
の

び
と

～
子
育
て
教
室
野
外
学
習
～

ｆ
育

て
教
令

の

野
外

学
Ｊ
口
か
卜
り

一

Ｉ
・
气
凵

、
ｔ

川
沼
・公

園
で

行
わ

れ

ま
し

た
　

研

修
生

卜
同

名
、
Ｆ

ど
も

さ

ん
Ｉ
．ｋ

を口
、
．ホ
ラ

ン
テ

ー
ア

の

方

か

じ
名
の

参
加
社

は
、

福
祉

パ
ス

タ

印
‥Ⅲ

し
て

、
午
前

九
時

観
月

台
文

化

セ
ン
タ
ー
を
出
発
し
ま
し
た
。

若
葉
に
薫
る
半
田
沼
公
園
の
多
目

的
広
鵬
は
、
風
も
さ
わ
や
か
で
心
が

は
れ
ば
れ
と
し
て
、
不
ど
も
た
ら
も

の
び
の
び
と
し
て
は
し
ゃ
い
で
い
ま

し
た
。

講
師
の
鈴
木
收
ｒ
咒
生
（
福
鳥
市

新
体
操
ク
ラ
ブ
）
の
元
父
の
よ
い
掛

け
声
で
、
お
父
さ
ん
や
お
に
さ
ん
。

ボ
ラ
ン
テ
ｆ
ア
の
方
々
と
ゲ
ー
ム
や

体
操
な
ど
を
し
て
遊
び
ま
し
た
。
日

。哨
、
運
動
不
足
の
お
母
さ
ん
た
ら
む

健
康
休
操
の
指
瞬
を
受
け
て
。
。卜
ど

む
た
ち
と
皈
心
に
帰

’。
て
勤
き
ま
わ

り
ま
し
た

い
っ
し
宗
の
中
で
み
て
ぃ
る
子
ど

し
と
は
違
‥
だ
け
動
に
、
自
分
の
。卜

ど
し
の
新
し
い

】
而
を
発
見
す
る
こ

と
ら
あ
り
、
人
変
有
愚
筏
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
卞
。
ま
た
、
お
母
さ
ん
た

ち
し
仲
間
意
班
を
高
め
て
。
今
後
の

自
主
的
な
学
押

に
も
効
率
よ
く
研
修

を
進
め
る
こ
と
か
で
き
る
と
思

い
ま

す
。

女
性
教
室
が開

　
　
講

く
に
み
女
性
教
室
の
闘
講
式
は
ｈ

月
十
じ
日
．
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

大
研
修
室
で
．
四
ト

ー
．名
の
学
級
生

か
川
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
．

鈴
木
公
民
館
長
の
あ
い
さ
っ
の
後
、

嗇
藤
久
町
教
育
長
の
睨
辞
、
年
間
学

習
計
画
の
説
明
か
あ
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
会
庫
方
而
へ
の
研
修
旅

行
。
ミ
ニ
門
松
作
り
な
ど
年
間
十
五

回
の
学
習
の
他
、
陶
芸
、
袋
も
の
、

着
付
け
の

。一
っ
の
グ
ル
ー
プ
活
助
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

閧
講
式
の
あ
と
、
ひ
き
っ

づ
き
第

一
回
川
の
学
習
が
行
わ
れ
、
安
汢
町

教
育
委
八
食
派
遺
社
会
教
育
主
事
の

４

凵
智
典
先
生
を
溝
師
に
迎
え
、「
生

涯
乍
習
と
ボ
ラ
ン
テ
ｒ
ア

」
と
題
し

て
講
義
を
い
た
だ
き
、
ボ
ラ
ン
テ

’・

ア
は
、
自
発
性
、
無
償
性
、
公
益
性

か
阪
本
で
あ
り
、
福
祉
の
ボ
ラ
ン
テ

ｆ
ア
の
他
に
学
岬

ポ
ラ
ン
テ
ｆ
ア
、

施
設
ポ
ラ
ン
テ
ｆ
ア
、
地
城
ボ
ラ
ン

テ
ｘ
’
ア
な
ど
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ｆ
ア

が
あ
る
。
お
し
っ
け
の
自
己
満
足
で

は
な
く
相
ｆ
が
望
む
こ
と
を
す
る
な

ど
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ボランティアについて理解を深めた女性教童



阿

津

賀

志
学

級

松
川
浦
大
橋
な
ど
を

見
　
　
学

平
成
七
年
度
阿
津
賀
志
学
級
春
の

研
修
旅
行
は
、
五
月
二
十
二
日
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
．
朝
方
、
小
雨
か
降

っ
て
心
配
さ
れ
ま
し
た
か
、
問
も
な

く
雨
も
あ
が
り
、
予
定
ど
お
り
の
コ

ー
ス
で
一
日
を
楽
し
く
過

ご
し
ま
し

た
．研

修
旅
行
に
は
九
十
三
人
が
参
加

し
、
相
馬
・
松
川
浦
方
面
ヘ
バ
ス
ニ

台
で
午
前
八
時
三
十
分
に
観
月
台
窒

化
セ
ン
タ
ー
的
を
出
発
し
ま
し
た
．

途
中
、
伊
達
と
相
馬
の
暁
の
桜
を
竈

窓
よ
り
な
が
め
、
ガ
イ
ド
の
歌
声
に

合
わ
せ
て

『
相
馬
二
遍
返
し
』
を
会

唱
し
な
が
ら
相
馬
市
に
入
り
ま
し
た
。

見
学
コ
ー
ス
は
、
最
初
に
数
代
に
わ

た
っ
て
造
り
続
け
ら
れ
て

い
る
百
尺

観
音
の
拝
観
、
次
に
現
在
拡
張
さ
れ

て
い
る
相
馬
港
の
見
学
、
数
万
ト
ン

級
の
貨
物
船
が
寄
港
す
る
岸
壁
に
お

り
て
、
変

ぼ
う
し
た
相
馬
港
を
じ
っ

く
り
見
学
し
ま
し
た
。

昼
食
は
民
宿
を
貸
切
っ
て
。
銘
々

の
お
膳
で
新
鮮
な
海
の
も
の
を
腹
い

り
ぱ
い
食
べ
大
満
足
で
し
た
。

午
後
は
、
今
話
題
の
松
川
浦
大
橋

の
見
学
、
小
鳥
に
松
そ
し
て
近
代
的

な
大
橋
が
風
景
に
マ
ッ
チ
し
た
眺
め

で
し
た
。
最
後
は
楽
し
み
の
み
や
げ

の
買

い
物
、
松
川
浦
直
売
セ
ン
タ
ー

で
あ
さ
り
や
の
り
な
ど
を
た
く
さ
ん

買
い
求
め
、
全
日
程
何
ご
と
も
な
く

帰
途
に
っ
き
ま
し
た
。

ご利用ください

町民プールオーブン

●期　 間

●利用時闡

●昼 間････７月 １Ｕ～ ９月 ３日

●夜 閥････７月10 日～ ８月24 日

●ｉ ｌ回････9:30 ～11:30

●諂２回････13:00～15:00

●第３回････1S:30～17:30

●輔４回l 夜間）････18:ｌ）～20:30

卜便 用 料

区　　 分 �昼 閥 �夜 間 �利　 用　単　 位

大　　 人 �150円 �250円 �

１人１回２時間以内
高 校 生 �100円 �150円

小・中学生 �30円 �50円

園 児 以下 � 無　　 料

●注意事項

①小学生以下は。必ず保腫者同伴とします。

ただし、小学４年生以下で25メートール以上の泳

力のある児童はこの限りでない。

②小・中学生が夜間利用する場合は、保護者同伴と

します。

行　事　の　お　知　 ら　せ

月 �日 �曜 � 行　　　　　　　　　　　　 事 �月 �口 �曜 � 行　　　　　　　　　　　　 事

６ �16�

金 �

・ 成人学級、女性教室( 映画重賞) �

７ �

３ �月 �・ 子ども移動図書館（大木戸小）

���・阿津賀志掌級講義・実技（ホール、体育館） �

�５�水 �

・ 阿津賀志学級スポーツ民踊（体育館）

���・子育て枚室（自主活動） ����・ 子ども移動図書館（ 大枝小）

�20�火 �・ 子ども移動図書館（藤田小３年） ��６�木 �・ 阿津賀志学級（陶芸グループ・陶芸教童）

�21�水 �

・ 女性教室（電気歓室１） ��７�金 �・子育て教室（白主活動）

���・子ども移助図書館（大木戸小） ��８�土 �・ 少年仲間づくり教室（標本作成）

�Z3�金 �・ 子宵て教室（おもちゃをつくる） ��10�月�・ 子ども移助図書館( 小坂小)

�24�ｔ �●少年翕増 ミュージカル｢竹取物語～かぐや姫～』 ��Ｕ�火�・ 子ども移動図書館（藤田小３年）

�27�火 �

・ 阿津賀志学級健康体操（体育館） ��12�水�●女性教室(奉仕作業、コレステロールの低い食事)

���・子ども移動図書館(藤田小２年) �

�13�木�

●阿津賀志学級（陶芸グループ・陶芸教室）

�28�水 �・ 子ども移動図書館（藤田小１年） ����
・ 子ども移動図書館（森江野小）

�29�木 �・阿津賀志学級（陶芸グループ・陶芸教室） �

�14�金�

・成人学級（国兇町の歴史について）

�30�金 �●子育て教室（自主活動） ����
・子育て教室（水あそぴ）



わ

だ

い

良
い
歯
の
学
校
表
彰

県
北
中
な
ど
３
校

福
島
県
教
育
委
員
会
と
福
島
県
歯

科
医
帥
会
な
ど
か
ｔ

催
す
る
「
第
三

十
九
回
よ
い
歯
の
学
陸
裏
彰
」
の
審

食
会
で
県
北
中
学
陸
を
は
じ
め
、
三

陸
か
該
当
し
ま
し
た
。

ま
た
、
表
彰
式
は
、
六
月
七
日
に

福
島
県
噺
糾
医
師
会
館
で
什
わ
れ
ま

し
た
。。

受
賞
陸
は
次
の
と
お
り
、

■
特
別
優
良
校

県
北
中
学
校

■
優
秀
校

小
板
小
学
校
　

藤
田
小
学
校

き
れ
い
に
し
ま
し
ょ

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

工
月
十
四
日
、
国
見
町
商
工
会
婦

人
郎
（
冨
永
和
Ｔ
糾
長
）
の
み
な
さ

ん
が
、
観
月
台
公
圃
の
柚
掃
を
し
ま

し
た
。

町
商
工
会
婦
人
知
は
、
商
工
業

に

携
わ
る
婦
人
が
自
党
を
持
ち
、
教
養

を
高
め
な
が
ら
町
の
商
工
業
の
発
展

に
協
力
し
よ
う
と
結
成
さ
れ
た
団
体

で
、
九
卜
人
名
の
会
ほ
か
加
人
し
て

い
ま
す

こ
の
日
の
清
掃
ポ
ラ
ン
テ
‘
ア
も

毎
年
続
け
て
き
た
巾
業
の
ひ
と
つ
。

ま
た
、
昨
印
は
、
陥
島
県
か
提
唱

す
る

Ｉ
う
り
く
し
ま
、
ふ
ぐ
し
ま
県

民
迦
助
一
の
一
環
で
あ
る

『
陀
い
ｔ．

ば
い
運
動
』
に
収
り
組
み
ま
し
た
。

八

巻

石

材

工

業

町

へ

寄

付

八
巻
町
材
工
業
株
式
会
社
｛
夲
社

小
坂
字
町
川
一
。
の
八
｝
の
八
巻
伸
広

吐
及

が
冨
永
町
長
を
訪
ね

一
創
業
二

十
乍
を
記
念
し
、
観
川
台
公
園
の
整

陥
欠
化
に
一

と
、
多
額
の
寄
付
を
し

て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

観
月
台
公
園
に

に
し
き
鯉

観
月
台
公
園
の
池
に
、
国
見
町
ヘ

ラ
鮒
研
究
会
（
小
紫
勝
四
郎
代
表
）

の
み
な
さ
ん
が
錦
鯉
を
放
し
ま
し
た
。

放
さ
れ
た
錦
鯉
は
、
後
藤
功
さ
ん

が
育
て
て

い
た
も
の
で
、
令
部
で
五

十
尾
。
な
か
に
は
体
艮
１
.ト
セ
ン
チ

を
超
え
る
大
き
な
鯉
も
。

来冴した八巻社長

肩掃ボランティア

誕生おめでとう

･y･ 7j 名　 保1･Il　li 内全

留 衣{る　 い:乱11 館95 肖 町 溂

ｉ. 囃fl さ きl高橋-･ 友 富 町 廟

良t ｕ1 1. えり,{lll fμi !I;･i　町

和 哉ａ･ ず や}冨永　-宜 駅　il

n 輝廴ま さ き)i戛辺 岬泰 鏥　II

結婚おめでとう

氏　　?I　　　　 町内会

恥 地 ａ ｉ　　　 ｉ ｌ･气

板 礇 山炙ｆ　　　 枩　 幃

･』･野 陌 霓　　　|| 』 根

坏EI 峰 子　　　 本　 町

おくやみ申し上げます

氏　　?;　　1･ 齢　　町内会

菅 野i ’ 叉　　＆1　　大町ｔ

大 波 イ　ン　　81　 郁　 八

菅 野 義 雄　　＆2　　叭　 哩

商 嗄 ヨシエ　　91　　 山崎 北

心配ごと相談
卜［･ と ことや 扣鴿ｔたいことかある･ときは お気

郷|ごど.` lぞ．Ｍ夜は守‘Jjll ，

嵶戸ｉ： 役 場  (  2  )  家

Ci! ● 人111か ぷj亅丿 人 り･=し だ さ い ｌ

時間： 午前!l鴫ヵ４,12 畤まで

･;,|12311 1金）阿部 糧匁・槞● ｙ ヤ

フ月5 11 (  水 ) 後 の　 －・ 肺眇肉代子

7  社･ 愈）高欄･  右 門・安価１ヨ

７月2811 ､  大 )  ﾑ  権 第・佐夢４Ｓ 子

人 口 と 世帯

６月１日現 在（前月比） ５月中の動き

人　口
男5.711 人 Ｃ･ ３ 〕

女,  145  人 (

,:|･ll.H79 人 （ － ４ ）

転人23 人
転出 ２８人
山牛　 ５人

忙亡　 ４へ
世帯数3  . 7戸(  十 3 }

編集

後記
「 り 月S;;j. 荀 ４･ ごあ･. た, 」

編集・発行　国見町総務課

？･ｓ・－17
遭 群 見皿1人字●lll宇一寸!u二.2同
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